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2020年の東京オリンピック開催を前に、訪日外国人観光客の増加が続いている。政府が2016年に掲げた「2020年に4000
万人」の達成も夢ではない。目標達成のために重要になってくるのが「おもてなし」の充実だ。外国人観光客のニーズを捉
えた、きめ細かなサービスで満足度を高めたい。

訪日人数、消費額ともにトップは「中国」

2017年に日本を訪れた外国人旅行者は約2869万人で、過去最高を記録した。増加傾向は2011年の東日本大震災以降一
貫している。今後、ラグビーワールドカップ、東京オリンピックといった大型イベントが開催されることを考えると、増加が続く
可能性は高い。

訪日観光客の国籍を見てみると、最も多かったのは中国で約735万人。2015年から3年連続のトップとなっている。都市の
繁華街や観光地でその姿を見かける機会は増え、もはや、日常風景になった感すらある。

訪日観光客の増加に伴い、彼らが日本で消費するお金も着実に増えている。観光庁の調査によると2017年の旅行消費額
は4兆円を超え、過去最高となった。こちらの国別トップも中国で、全消費額の約4割を占める。

訪日外国人の旅行消費額のうち、買物代の合計は約1兆6400億円。そのうち中国人が約8800億円を占める。中国人一人
当たりの買い物代は約12万円で、全外国人平均（約5万7000円）の倍以上となる。「爆買い」は終息したとの見方もあるが、
日本にとって中国人訪日客がインバウンド需要の最大の担い手であるのは間違いない。

そんなインバウンドの主役である中国人訪日客向けのビジネスの“三種の神器”が「無料Wi-
Fi」「コミュニケーションツール」「決済サービス」だ。

Wi-Fiによる情報提供基盤の整備で誘引する

訪日外国人客が感じる不満に関する観光庁の調査では、旅行中困ったこととして「無料公衆無線LAN（フリーWi-
Fi）環境」を挙げる人が多かった。この問題を解決するため各地の自治体、企業が積極的に整備を進めている。

例えば、2015年に観光庁が発表した「外国人旅行者に対するアンケート調査結果について」では、訪日した外国人が困っ
たことのトップは「無料Wi-Fiの少なさ」（36.7％）だった。続いて2016年に観光庁が発表した「訪日外国人旅行者の国内に
おける受入環境整備に関する現状調査」でも、訪日した外国人が困ったことのトップは「無料Wi-
Fiの少なさ」（46.6％）だった。

ようやく、2017年に観光庁が発表した「訪日外国人旅行者の国内における受入環境整備に関するアンケート結果」で、訪

                              1 / 2



インバウンドの主役、中国人を取り込む三種の神器
https://www.bizclip.ntt-west.co.jp

日した外国人が困ったことの中で、「無料Wi-Fiの少なさ」（28.7％）は3位にランクダウン。2018年に観光庁が発表した「訪日
外国人旅行者の受入環境整備における国内の多言語対応に関するアンケート調査」でも3位（21.2％）となっている。多少
の改善は見られるとはいえ、無料Wi-Fiの整備は欠かせないといってよい。

多言語対応でコミュニケーション力をアップ… 続きを読む
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